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１
月

東北白動東道国見サービスエリア上り線

株式会社　 鬼わさび本舗

菊 池 孝子 さ ん(21歳) ( 大木戸事原町15 久憔さんの長女)

嵬わさび本舗は、昭和50 年４川．東北自動 庫逎の開通と闘時 に倒見サーピ スエりア冖|二

レ ストランを開設し、現在社 員は37 ＆ 利用者に対しサ ー･ビ ス業 務を行-､ てい ま
ｔ

菊池さλは、昭和64jり13 月に 人lt、お客 様に対してのサービス業務（喫茶コーナー）を11

リiしてい ます、「覯はとても忙しいけ ど、働きかいのある職場 です．休みの時は友達と

ドラ イブなどしていますｊ とい う罰池さλ､、
明るく、陰 ひなたかなく、愛 きょうのある彼女は、杜1･1は もちろん、l･||喝･矜の飾さんか

ら吸されてい ます．



活
力
あ
る

町
づ
く
り

国
見
町
長菊

地

政

治

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
の
新
春
を
迎
え

、
皆
々
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
日
ご
ろ
町
政
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
協
力
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

。

さ
て

、
私
ご
と
で
恐
縮
で
す

が
、
一
年
四
ヶ
月
に
わ
た
る
長
期
療
養
で
、

多
大
な
ご
迷
感
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
事
を
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
ま
で
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
最
大
の

努
力
を
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
鞭
撻

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
も
昨
年
同
様
、
地
方
財
政
を
取
り
ま
く
情
勢
は
厳
し
い
う
え
に
一

層
の
改
革
が
せ
ま
ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
町
民
各
位
の

生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
町
道
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
通
称
む
さ
し
や
前
の
町
道
改
良
を

図
り
、
一
方
通
行
の

解
除
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す

。
ま
た
、
現
在
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る

ゴ
ル
フ
場
へ
の
取
り
付

け
道
路
、
そ
の
外
、
生
活
道

路
の

整
備
な
ど
を
推
し
進
め
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
流
域
下

水
道
事
業
に
関
連
し
て

。
恒
久
的

な
水
資
源
確
保
の
た
め
に
、
代
替
水
源
を
確
保
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

公
共
下

水
道
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
中
に
計
画
決
定
を
計
り

。
昭
和
六

十
三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
八
年
度
ま
で
に
、
流
域
下
水
道
県

北
処
理
区
の

処
理

開
始
に
合
わ
せ
、
計
画
に

従
っ
て
実
施
い
た
し
ま
す

。

教
育
施
般
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
大
枝
小
学
校
、
森
江
野
小
学
校
な
ど
、

老
朽
校
舎
の
改
善
改
築
な
ど
を
、
関
係
団
体
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

保
健
行
政
の
充
実
は

、
早

期
検
診
な
ど
に
よ
り
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま

す

。
ま
た
、
老
人
の

生
き

が
い
対
策
な
ど
を
主
眼
と
し
た
福
祉
対
策
の
充

実
も
図
っ
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
外
、
水
田
農
業
確
立
対
策
な
ど
、
一

層
の
推
進
を
図
り
、
商
業
・

工
業
も
含
め
て
、
一
体
と
な
っ
た
振
興
策
を
関
連
機
関
と
と
も
に
推
進
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

ま
た
、
企
業
誘
致
に
は
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す

。

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り

、
い
ま
ま
で
長
期
療
養
に
よ
る
町
政
の
遅

れ
を
取
り
戻
し
、
活

力
あ
る
町

づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め

。
全
力
を
傾

注
す
る
決
意
で
あ
り

ま
す

。

ど
う
か
町
民
の
皆
様
方
に
は
。
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
、
皆
々
様
の
ご
健
康
を

心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

。



佐
藤
光
克
君
が

見
事
〔
一
位
〕
人
選

佐藤光克君
佐藤君の作品「かみなり」

西
ド
イ
ツ
国
際
親
善
美
術
展
か
、

昨
年
の
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二

月
一
日
ま
で
西
ド
イ
ツ
の
ヘ
レ
ン
（

ウ
ゼ
ン
王
宮
庭
園
で
開
か
れ
ま
し
な

こ
の
災
術
展
に
出
品
し
た
佐
藤
光

克
（
み
っ
な
り
）
君
（
森
江
野
小
一

年
）
―
森
山
字
西
国
見
三
四
―
の
作

品

’
か
み
な
り
」
か
、
見
事
〔
一
位
〕

に
輝
き
ま
し
た
．

こ
の
美
術
展
に
は
．
日
本
国
内
か

ら
八
千
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
内

千
五
百
点
が
入
選
し
ま
し
た
．

さ
ら
に
、
〔
三
位
〕
に
八
鳥
隆
記

君
（
藤
田
小
三
年
）
、
〔
四
位
〕
に

遠
藤

眸
史
君

（
藤

田
小

叫
年

）
、

古

小
高
晋

二
君

（
県
北

中

一
年

）

が
。

〔
奨
励

賞

〕
に
古

溝
拓
れ

（
藤

川
幼

稚

園
）
、
佐

藤
稚

子
さ
ん

（
森

江
野

小

四
年
）

。

〔
入

選
〕

に
遠
藤
忠

ｆ

ち

ゃ
ん

（
藤
田

小
一
年

）
、
占
溝

孝

君

（
小
坂

小
一一一
年

）
、
吉

旧
久

俊
君

（
藤

川
小

四
年

）
、
遠

藤
崇
君

（
藤

田

小
六
年

）、
古
漬

真
奈

災
さ
ん

（
小

坂

小
六
年

）

が
そ
れ

ぞ
れ
選

ば
れ
ま

し
た

。

ま

た
、
指
導

を
し
て

い
る
石
原
晃

雲

さ
ん

に
は

、
児
童

の
郎
で

【
教
育

功
労
者

表
彰

】
か
噌

ら
れ
ま

し

た
。

石
原

さ
ん

は
、

一
般
の
部

に

『
鐘

禮
之
図

』
を

出
品
し

、

〔
特
別

貧
〕

も
受
賞

し
て

い
ま
す

。

賞状を手に喜びの石原さんと作品『鍾馗之図』

今
年
は
辰
年

辰
は

卜
．
．
攴
の
中
で

唯

．
の

令

恕
の

動
物
で

す
．
で

も
、

念

の
た

め
、
あ

る
動
物

闘

鑑
を
兄

た

ら
、
Ｇ

は
屯

と
し
て

樅

っ
て

い

ま

し
た
．

「
人

蛇

に
角
や
猛

獣
、

猛

鳥
の
頸

を
組

み
合

わ
せ

た
伝
説

の
動

物

」
と

あ
り
ま

す
．

い`

は
卜
．
．攴

の
仲

間
と

し
て
広

く
知

ら
れ

た
存

在
な

の
で

．

架
令

の
動
物

の
中
で

も
別

恪
な

の
で

Ｌ

よ
・
乙

も
ち

ろ
へ

娘
近
ひ

鳩
し

た
怪

獣
の
垓

は
Ｍ

鑑
に
紋

っ
て

い

ま
せ

ん
で

Ｌ

た
。

伝
説

の
竜
は
中
国
や
日
本

だ
け
で
な
く
、
同
じ

よ
う
な
も
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
イ

ン
ド
な
ど
に
も
兄
ら
れ
ま
す
。
ど

れ
も
実
在
の
動
抽
を
岨
み
合
わ
せ

た
よ
う
な
も
の
で

す
が
、
中
国
や

Ｈ
本
の
黽
は
蛇
の
胴
に
足
を
は
や

し
、
鬼
の
顏
に
鹿
の
角
を
つ
け
た

よ
う
な
動
物
で

す
。

屯
は
日
本
で

は
、
水
を
つ
か
さ

ど
る
力
を
持
っ
て

い
る
と
さ
れ
、

竜
神
や
竜
王
に
雨

ご
い
を
す
る
風

習
が
各
地
に
あ
り
ま
す
。
『
屯
住

む
池
は
水
枯
れ
ず
』
と
か
『
竃
の

子
は
小

さ
し
と
い
え
ど
も
、
よ
く

雨
を
降
ら
す
』
な
ど
と
い
わ
れ
る

の
は
こ
の
た
め
で

す
。

ま

た
竜

は
諺

に
も
し
ば

し

ば

梵
鳩
し

ま
す

。「
竜

吟

ず
れ

ば
雲
起
こ

る
」

と
は

。
英

雄

の
決

起
に
多

く
の
同

志
が
こ

れ

に
従
う

こ
と
の
意

味
で

、
英

雄
を

屯
に
た

と
え
て

い
る
の
で

す

。

『
屯
の

翼
を
俳

た

る
ご
と
し
』
は

強

い
も

の
が

さ
ら

に
強
く
な

る
こ

と
で

、

翼
の
代

わ
り

に
水
、

雲
な

ど
と

い
う
こ

と
も

あ
り
ま

す
。

。「
屯
の
幎

の
五
を

取
る
」
は
、
難

し

い
こ

と
、
危

険
な

こ
と
の

た
と

え
。
ま

た
、

「
竜
の
琵

を
蟻

が
ね

ら
う
」

は
身

の
ほ
ど

知
ら

ず
の
た

と
え
で

す
。

こ

の
よ
う

に
屯

は
強

い
も
の

と

さ

れ
て

い
ま

す

が
。
「
竜

虎
あ

い

撃
つ

」
と

も
い
わ

れ
ま
す

か
ら
、

竜
は

虎
と

は
″`
角

の
よ
う
で

す

。

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
こ
の
新
年

を
ど
ん
な
決
意
で
お
迎
え
に
な
り

ま
し
た
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
屯

頸
蛇
尼
』
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
ね
。

※
諤
（
あ
ぎ
と
）
と
は
、
あ
ご
の
こ
と
．



税　 の　 特　 集　 ①

所 得税の確定申告は

正しく

お早めに。

確足申 告は２月16日から３月15日までです。

毎年、申 告期限間近になりますと 税務 署は

大変混雑し ますので。なるべく早めに申 告し

てく ださ い。

なお、 還付を受けるための申 告は。２月16

日 前でも受 忖けております。

優定申 告をしなければならな いの に申 告し

な かったり、間違った申告をし たりしま すと、

後で不足の税金を納めるだけ でなく、加 算税

や延 滞税も納めなければならないことになり

ます。

〈納税は期限内に〉

確定申告による所得税の 納期限は、申告期

限と同じ３ 月15日です。

納期限を過ぎますと、未納にな っている税

額に対し て延滞税がかかります。

●収支内訳 書の 添付･総収入金額報告書

の 提出

事業所得や不動産所得、山 林所得のある人

で、確定申告書を 提出する人は、 収支内訳書

を添付しなければなり ません。

また、確定申告をし なくてもよい人 でも、

こ れらの総収入金額の合計額が3.000 万円 を

超える場合は総収入金額報告書を 提出しなけ

ればなりません。

●振替納税制度

所得税の 納税の方法に、銀行などの預 金口

座から 振替によって納税する振替納税の制度

があり ます。納税のための手数が少なくて済

み、また、納期限を うっかり忘れ てしまうこ

と もなくなります。

この 制度を新たに利 用する場 合は、預金先

の 金融機関又は所轄の 税務 署に 「預貯金口座

振習依頼 番」と「納付書送付依頼書」を 提出

し てください。

●にせ税理士にご注意

納税者からの依頼を受けて税務代理、申 告

書などの税務・ 類の 作成。税務相鮫をするこ

とができるのは、税理 士に限られています。

確定申告の時期に は税理士でない者。いわ

ゆる 「にせ税理 士」が税務書類の作成などを

することがあります。

「にせ税理 士」は、法津に遣反するだけで

なく 、依頼し た万にも迷惑をかける結果にな

りますのでご注意く ださい。

税理士制度

税理士制度は、税理士が旃税者に対し、正し

い申吉と納税かできるよう援助することによっ

て、申告飼税屬度かより円滑に・ 宮されること

を期待して設けられたものです。

税理士は、税の専門家として、独立した公正

な立場で、納税ｌ の依頭に応じて、税に閲する

申告書の作成や相談などの仕事を行っています。

現在、全・ で約5 万人の税理士がいます。



ふるさとの文化財

4

6
鳥取越周辺の砦跡群

菊　池　利　雄

奥
羽
山
脈
よ
り
東
に
延
び
る
。
宮

城
県
と
の
境
界
を
な
す
尾
根
は
長
嶺

と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
陵
線
上
の
鳥
取
、

内
谷
地
内
に
土
塁
状
の
遺
磚
が
存
在

す
る
と
聴
き
お
よ
び
、
鴨
田
清
作
氏

（
内
谷

字
西
一
。二

）

の
案

内

を

い
た
だ
き

、
現
地

を

助

査
す

る
機
会

を
得

た
。

西
内

谷
の

八
木
沢

川
沿

い
に
、

か
・
て

の
人
会

地

小

原

一
り
喘

川
｝
の
天
拝

山

へ
通
じ

る
。
急

な
山

道
か

峠

に
さ
し

か
か

る
あ

た
り

は
大
窪

と
称
さ

れ
る
か

、

地

元
で

は
太
子

平
・
ニ

ッ

石

な

る
俗
地

名
で
呼

ば
れ

て

い
る

。
現
在
藤

用
の

人

町

に
鎮
座

す
る
太

子
堂

は
。

往

古
太
子
ｙ

の

地
に
あ

・

た
と

い
わ

れ
、

洪
水

に
よ

る

地
す

べ
り
に
よ
『

て
押

し
流
さ

れ
て
き

て
、

現
在
地

に
祭

ら

れ
た
と

の
伝
え

か
あ

る
．
ニ
ッ

石

は

平

た

い
二
枚

の
石
を

対
に
し

た
石
組

で

あ
り

、
そ

の
西
側

に
は
東

丙
約
二

十
ｕ

ほ

ど
の
．

半
月
状

に
小
規

模

な

土
塁

が
め
ぐ

ら
さ

れ
た
、
砦
状

避
嚊

飛

ぱ

ｆ

が

あ
り
ヽ

地
元
の

伝
え
で

は
．
ニ
ッ

石

は
こ

の
砦
に
立

籠
も
・

た
兵
士

た
ち

が
、
炊

事
に
も

ち

い
た

炉
の
跡

で
あ

る
と

い
わ
れ
て

い
る
．

こ
の
よ

う
な

砦
状

遺
構
は

山
頂

部

の

柴
ノ
ａ

地
内

に
も
あ
る
ほ
か
、
西

太
郎

峯
や

鳥
取
地
内

の

陵
線
郁

に
も
存

在

す
る

と

い
わ

れ
て

い
る
．
一听

む
濆・

一`
　

人
案

か
ら

遠
ぐ
離

れ

た
山
地
上

に
、

こ
の
よ

う
な

砦

が
い
つ

の
時
代

に
、

ど
の

よ
う
な

目
的

を
も

ご

廴
築

か
れ

た
も

の
か
明

ら
か
で
な

い
か
、

こ
の

地
は
「
召
妻
鏡
」
の
文
治
£
年

こ

一
八
九
）
八
月
の
条
に
み
え
る
、
阿

津
賀
志

山
の
合
戦
に
登
場
す
る
鳥
取

越
の
近
辺
で
．

一
去
夜
小
山
Ｌ
郎
朔
光

並
ぴ
に
宇
都
宮
左
衛
門
尉
朝
綱
の
郎

従
紀
権
守
、
波
賀
次
郎
大
夫
己
下
七

人
．
安
藤
次
を
以

り
て
山
の
案
内
者

と
為
し
、
面
々
に
甲
を
負
ひ
馬
を
疋

き
．
密
々
に
御
旅
館
を
出
で
、
伊
達

郡
藤
田
宿
よ
り
会
沖
の
方
に
向
い
、

上
場
の
嵩
、
鳥
取
越
等
を
越
え
、
大

木
戸
の
上
、
国
衙
の
後
陣
の
山
に
擧

登
り
．
時
の
声
を
發
ち
、
葡
を
飛
ば

す
、
此
間
城
中
大
に
騒
動
し
、
搦
手

襲
い
東
た
る
の
由
を
称
す
．
国
衡
己

下
の
邊
将
、
搆
へ
塞
ぐ
に
Ｓ
一
無
く
、

課
を
廻
ら
す
に
力
を
失
な
い
、
忽
ち

以
て
逃
亡
す
Ｊ
と
あ
り
、
藤
原
泰
衙

が
源
頼
朝
家
の
進
攻
を
さ
え
ぎ
る
、

阿
津
賀
志
榻
の
西
端
郎
に
築
か
れ
た

砦
群
と
み
る
こ
と
か
で
き
、
宵
道
東

山
道
沿
い
の
藤
原
軍
の
本
営
が
置
か
れ

た
阿
津
賀
志
楯
か
ら
み
て
、
小
坂
・

内
谷
・
鳥
取
の
地
城
は
山
崎
山
が
立

ち
は
だ
か
．
て
み
と
お
す
こ
と
か
で

き
ず
．
こ
の
方
而
か
ら
の
敵
勢
の
動
、

向
を
見
張
る
必
要
か
あ
る
と
と
も
に
．

陵
線
沿
い
に
阿
津
賀
志
楯
の
搦
手
凵

に
向
か
う
敵
勢
を
阻
止
す
る
と
い
う

目
的
が
考
え
ら
れ
、
小
山
（
結
城
）

朝
光
が
越
え
た
鳥
取
越
の
地
は
．
現

在
の
小
坂
峠
あ
た
り
が
想
定
さ
れ
よ

参
考
文
献
　
国
兇
町
史
一
・
四
啓

ご
協
力あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

～
赤
い
羽
根
共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

と
も
に
目
標
額
達
成
～

昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、
目
標
額
を
達
成
す
る
こ

と
か
で
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た

赤

い
羽
根
共
同
募
金
は
、
早
速
。
県

共
間
募
金
会
に
送
金

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、

町
内
の
ね
た
き
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
、
重
度
障
害
者
、
町
内
出
身
の

施
設
入
所
者
な
ど
に
見
舞
金
と
し
て

配
分
い
た
し
ま
し
た
。

☆
赤
い
羽
根
共
同
募
金

日
‥標

額
百
十

】
万
三
千
円

実
紋
額

百
十
六
万
六
千
三
百
八
十
二
円

達
成
率
　

］
○
四
・
八
％

☆
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

目
標
額

百
二
十
三
万
千
九
百
五
十
円

実
績
額

百
二
十
六
万
四
千
三
百
二
十
三
円

達
成
率
　
一
〇
二
・
六
％

○
共
同
募
金
運
動
期
間
中
、
次
の
方

方
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

・
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

百
卜
三
万
六
千
二
百
円

・
藤
田
小
学
校
児
童
会
の
皆
さ
ん
か

ら
　
一
万
六
千
八
百
二
十
九
円

・
森
江
野
小
学
校
児
童
会
の
皆
さ
ん

か
ら
　
五
千
円

・
国
見
町
役
場
職
艮
の
皆
さ
ん
か
ら

八
千
三
百
五
十
三
円

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

・
町
民
の
皆

さ
ん

か
ら

百
二

十
三
万

九
千
七
百

九
十

円

・
岡

見
町
役

鳩
職

員
の
皆

さ
ん
か

ら

一
一
万
四
千

五
百
一
二
十
一
二
円



国
民
年
金
保
険
料

四
月
か
ら
毎
月
納
付
に

新
年
金
制
慶
の
実
施
で
、
保
険
料

は
毎
月
納
付
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
。
昭
和
六
十
三
年
四

月
か
ら
、
納
付
か
毎
月
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
の
皆
さ
ん
の
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

叩
和
6
3年

度
（
春
植
）

造
林
計
画
申
請
な
ら
び
に

造
林
川
山
行
苗
注
文
受
け

付
け
に
つ
い
て

昭
和
六
十
三
年
度
（
眷
植
）
造
林

計
画
な
ら
び
に
造
林
用
山
行
苗
の
申

し
込
み
受
け
付
け
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
造
林
地
の
字
名
、
地
番
、
地
目
、

面
硝
な
ど
を
よ
く
お
鯛
べ
の
う
え
、

印
鑑
ご
持
参
で
福
島
森
林
組
合
事
務

所
（
一

三
四
１
九
〇
一
五
、
三
四
１

九
〇
三
四
）
ま
た
は
、
役
場
産
業
諏

（
魯
八
五
一

二

二

一

）
ま
で

直
接

か

電
話
で

お
申
し

込
み
く

だ
さ

い
。

次

に
、

造
林
用

山
行
苗

の
注

文
に

つ
き

ま
し

て
は
、

申
し

込
み

の
杓
束

を
守

る

た
め
に

。
代
金

の
一
郁

（
内

金
）

を

ス
ギ

（
ヒ

／
キ

）
苗
木
｛

本

に

つ
き
四

十
円
、

ア
カ

マ
ツ

（
カ
ラ

マ
ツ
）
苗

木

一
本

に
つ
き

二

十
円
を

預

か
る
こ

と
に
な
「

て

い
ま
す

。

一
反
歩

以
上
の

造
林

に
つ

い
て
は

、

県

の
造
林

実
査
の

結
果

、
造
林

補
助

金

が
交
付

さ
れ
ま

す
。

詳
し

い
こ
と

は
福

鳥
森
林

組
合

事
務
所

に

お
た
ず

ね
く

だ
さ

い
。

昭和６３年度
造林用山 行苗木価格表
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ご
存
知
で
す
か
？

福
島
県
の
最
低
賃
金

福
鳥
県
の
最
低
賃
金
か
下
記
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
の
事
業

所
で
働
く
皆
さ
ん
に
適
川
さ
れ
ま
す

の
で
、
使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て

こ
の
最
低
賀
金
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

記

福
島
県

最

偲

甘

金
一

日
一
二
、
三

六

一

円

（

一

畔

問四

二

一

円

）

最

低

鮴

金

禎
膏
勤
手
当

過
勤
手
当

官

族
手
当

障
外
質
奩

上
手
に
使
お
う
一
一
〇
冊

す
ば
や
く
あ
な
た
の

一

一
〇

番

一
月
十
日
は

『
一
一
〇
番
の
日
』

で
す
．

県
民
の
方
々
の
中
に
、
警
察
の
代

名
飼
と
し
て
定
着
し
て
ま
す
一
一

〇
番
電
話
通
報
は
、
昭
和
六
十
一

年
中
桑
折
警
察
署
腎
内
で
、
年
間

二
百
三
十
八
件
あ
り
、
事
件
・
事

故
な
ど
の
解
決
に
大
き
く
役
立
っ

て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
・
不

審
車
両
・
け
ん
か
・
酔
払
い
・
暴

力
行
為
・
不
審
者
な
ど
を
見
た
り
、

聞
い
た
ら
す
ぐ
に
一
一
〇
番
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
通
報
か
早
け
れ

ば
は
や
い
ほ
ど
、
事
件
・
事
故
な

ど
の
解
決
か
早
い
の
で
す
。

・
町
民
の
皆
さ
ん
か
一
一
〇
番
通
報

さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、「
す
ば

や
く
、
親
切
に
、
秘
密
を
守
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
処
理
に
肖
た

つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
迷
わ
ず
に

安
心
し
て
。
す
ぐ
に
一
一
〇
番
で

通
報
し
て
く
だ
さ
い
・

桑
折
警
察
署

お
し
ら
せ

昭
和
六
十
二
年
分
の
住
民
税
（
町

県
民
悦
）
の
申
告
は
、
二
月
中
旬
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
。
昨
年
同
様
、

各
部
落
の
日
程
に
よ
り
、
申
告
相
談

に
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
日
程
、
申
告
有
類
な
ど
に

っ

い
て
は
、
二
月
上
旬
、
日
程
に
あ

わ
せ
配
布
の
予
定
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
申
告
に
必
要
な
関
係

書
類
を
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
’

交
通
遺
児
に
育
成
資
金
を

貸
し
付
け
て
い
ま
す

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

交
通
遺
児
な
ど
の
育
成
の
た
め
に
必

要
な
資
金
を
、
無
利
子
で
貸
し
付
け

て
い
ま
す
。

＠
貸
し
付
け
を
利
用
で
き
る
方

一
家
の
働
き
手
の
方
が
。
自
動
車

事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度

の
後
遣
降
害
が
残
る
な
ど
で
、
生

活
に
お
困
り
の
ご
家
庭
の
乳
幼
児

お
よ
び
小
中
学
生
。

＠
貸
し
付
け
期
間

中
学
校
卒
業
ま
で

＠
貸
し
付
け
金
額

は
匕

め
に
一
時
金
十
三
万
二
千
円
、

貸
し
付
け
期
間
中
毎
月
一
万
五
千

五
百
円
、
小
・
中
学
校
入
学
時
に

支
度
金
三
万
六
千
円
。

＠
返
還
方
法

中
学
校
卒
業
か
ら
一
年
据
え
骸
き
．

二
十
年
以
内
の
均
等
払
い
．
な
お
、

進
学
し
た
場
合
は
、
卒
衆
ま
で
の

期
間
は
返
還
を
猶
予
．

申
し
込
み
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
畠
支

所
（
一

ニ
ニ
ー
六
六
二
六
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・

（

自
助

車
事

故
対
策

セ
ン
タ

ー
）

藤
田
保
育
所
の

入
所
児
童
を
募
集

藤
田
保
膏
所
で
は
、
昭
和
六
十
三

年
度
の
新
入
所
児
童
を
次
の
と
お
り

罧
集
い
た
し
ま
す
．

＠
受
付
期
間

昭

和
6
3

年

１

月
2
7

日
一
困

か

ら

１

月
3
0

日

出

ま

で

の

午

的

８

畤

匐

分

か

ら

午

後

５

畤

ま

で

。
　（

　
８
９
　
ヨ
は

午

的

８

時
3
0

分

か

ら

正

午

ま

で

）

＠
受
付
鳩
所

国
見
町
役
場

住
民
課
福
祉
係

※
詳
し
い
こ
と
は
、

『
か
い
ら
ん
』

か
役
場
住
民
踝
福
祉
係
（
壼
八
五
一

二
一
一
一
内
線

匸
‘一
四
、
有
線
四
一

六

こ

。
藤
田
保
育
所
｛
魯
八
五
一

二
三
じ
四
｝
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



みんなの国民年金

旧国民年金法による
老齢年金の支払月がかわります
旧国民年金法による老齢年金を受給されている方への支払月が、昭和63

年から2 FI、4 月、６月、８月、10月、12月の年６回になります。

支払われる年金額は、従来３ヵ川分だったものが今後は２ヵ月分ずつ

になります。なお、この他の年金給付については従来どおり行われます。

変更前後の支払月と支給期問の内訳

変　　 更　　 前 �� 変　　 更　　 後

支 払　 期　問 �支払期月 � 支 払 期 間 �支払期月

１２、　１、 ２月分 � ３月 �１２、　１月分 � ２月

��２、３ � ４

３、 ４、 ５ � ６ ��４、５ � ６

６、 ７、 ８ � ９ � ６、 ７ � ８

��８、９ � １０

９、１０．１１ � 囗 ��１０、ｌ】 � １２

※　昭和62年12月分および昭和63年１月分の支払いは、

昭和63年２Ｍになり ます。

検査・登録業務処理システム更改のお知らせ

車 検 証 が 変 わ り ま す
マークシート 方式からＯＣＲ方式へ

運輸省では ．自動車の検萱登録の裏務を電算システムで行

っており ますが．昭和63 年１月４日 から ．新し いシステム ．

手●き文字読み取り方式(  0 C R 方式）に変更になり ．申誦

●が簡単に●きやすく なりまし た．

また車検証も ．カタカナから 漢字に変わり読みやすくなり

ました．

運輸省東北運輸局

戸 籍 の 窓 口
(12月受付分)

出生おめでとうございます
子 の 名 保 躅 者　 部 落

由番埋(ゆ か り)佐野 聊美　光 明 寺
美　譱(み　　)  佐 第 京市　鏘　 三
美沙樹(み さ き)瀬戸　正明　中　 部
略　司(け ん じ)倥Ｓ 光弘　 簒　 四
美 佳( み　　か)阿伽 洋一　大 木 戸

明日香(あ す か)高橋　 孝 町　 東
潤( Ｕ ゆ ん)高橋　 廣　滝　 山

朋　晃{ともあき}原田　弘志 小　 坂
友里恵(ゆ り え)佐野　正弘　 第　 四
書耜利{か お り}菅野 尊典　第　 三
奈淳美{な つ み}半禪　 隴　山崎小舘

鈷婚おめでとうございます
氏　　 名

思　　 富　組
手 塚　 智　子
佐 藤　博　之
五十嵐 循　子
瀬　戸　正　忠
安　田　萱　子
佐久間　消　市
齊 藤　律　予
赤 坂　　 斉
佐 彫　真由美

部 落
商　 敏
襠 鳥 市
太 田 川
福 鳥 市
中　 郎
保 原 町
原　 町

福 鳥 市
山崎小館
富 城 県

おくやみ申し上げます
氏　　 名　　　 年齢　　 郎　落

高　原　ス　 イ　　82　　 鳥　 取
古 田 嘴 七　　91　　 山 崎 館
谷 津　 イ　シ　　94　　 大 木 戸
并　砂 秀　吉　　85　　 北　 郎
斎 藤　 ミ　ツ　　61　　 町　 東
佐久間　 ムメヨ　　63　　 第　　こ
商　檎　キタノ　　77　　 爾　　十
松　濔　ナ　ツ　　91　　 石毋田原
五十嵐番右工門　　85　　 鶉　 町
阿 部 みさを　　90　　 泉 田 下
佐　野 庄　吉　　66　　 第　 八

佐 藤　　 朷　　65　　
旃 十 二

Ｓ　戸　幸　一　　64　　 中　 部

人 口 と 世 帯
１月１日現在(前月比〉12月中のうごき　62年中のうごき

人
　
　

口

5.  行 6人 （－ ５ ）

女6  に 人(  十 7  )

.
 計 12 , 017人(  十 2  )

世帯数2,898 戸（土Ｏ）

転 入26 人

転 出22 人

出　生11 人

死　亡　13人

転　 入　288 人

転 出　270 人

出　生　104 人

死 亡　108 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室 ４ 侑入口からし入り下さい）

時 間 ： ９畤 ～12 畤

こまったことや、相談ごとがありましたら、

む訊軽にご相談下さい。 秘密は絶対 に守ります。

〔相 緕 員〕

１月 日 ( 月）高橋 隆雄・佐藤八重子

２月５日（金）吉川　弥吉・吉田とし子

２月 日 ( 月）粲沢　 正・山内　眼子

１月　睦月（むつき）

日 ( 土）やぶ入り

幻 日 ( 木）大　 寒

2卵 （火〉文化財防火デー

日 (水）国旗制定紀念日

２月　 如月（きさらぎ ）

３日（水）節　 分

４日（木）立　 春

II  日 (木）建国記念 の口

14 日 ( 日 ) 聖バレンタインデー



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

同
じ

歩
調
で

国
見
町
教
育
長
　
蓬

田

英

夫

４ 驃田保育所の元友な子供たち

数
年
前
に
勤
務
し
た
学
校
で
の
経

鞅
で
す
か
、
企
業
の
求
人
担
当
者
か

ら

『
前
回
訪
問
し
た
折
に
、
玄
関
で

数
名
の
生
徒
に
出
会
い
ま
し
た
か
、

礼
儀
正
し

い
の
に
感
心
し
ま
し
た
．

そ
し
て
．
進
路
指
導
室
を
尋
ね
ま
し

た
ら
、
正
し
い
言
葉
遣
い
で
案
内
さ

れ
ま
し
た
．」
と
話
さ
れ
、
内
心
喜
び

ま
し
た
と
こ
ろ
．
続
け
て
「
帰
路
に

駅
で
列
市
待
ち
の
際
、
同
じ
生
徒
と

会
い
ま
し
た
の
で
．
卒
叢
後
の
進
路

な
ど
に
つ
い
て
語
り
か
け
ま
し
た
と

こ
ろ
、
学
校
で
接
し
た
と
き
の
ａ

ｌ
、

態
度
と
は
違
う
も
の
を
感
じ
ま
し
た
．

生
徒
を
指
導
す
る
こ
と
は
難
し
く
人

変
で
し

ょ
う

ね
Ｊ

と
付
け

加
え

ら
れ

ま
し

た
。

民
間

企
業

の
求
人
業

務
担

当
者

は
、

企
業

か
求

め
る
人
材

を
遘

ん
で
採
用

す

る
と

い
う
職

筋
柄

、
人

を
観
る
卩

は

確
か

で
。
火

態
は

見
抜

い
て

い
る
、

と
思

い
ま
し

た
。
そ

れ
に
し

て
も

、

生

徒
の

言
動

に
は
校
内

と
校

外
で

。

相

当
な

関
き

が
あ

り
た
も

の
と
推
最

し
て

。
恥

ず
か

し

さ
、
指
導
不

足
を

痛

感
し
、

ど
の

よ
う

に
指
導

し
た

ら

よ

い
の

か
と
悩

ん
だ

こ
と

が
あ
り

ま

し

た
。

最
近

の
で
供

た
ち

を
み

る
と
、

家

庭
内
で

は
観

子
と
も

ど
も

、
愛
称

・

敏
称
を

つ
け
て

呼

び
あ

い
。
親
余

さ

と
皿
か

い
雰
囲

気
を

つ
く

り
出
し
て

い
ま
す

か
。
案

庭
外

で
他

人
と
交

る

場
介

に
は

。
驚

く

ほ
ど
粗

雑
な
言
葉

遣

い
で

あ
る

の
を
見

受
け

ま
す

。

考
え

て
み
ま

す

と
、
以

的
は
子

叺

た
ち
か

家
庭
内

の
言

助
で

。
規
制

さ

れ
る
こ

と
は

少
な
か

・

だ
反
面
、

家

庭
を
離

れ
て
他

人
や

目
上

の
人
と

の

接

し
方

は
。
縦

し
く

輳

ら
れ
て

い
ま

し

た

。
そ
の

た

め
に
、
身
内

の
者

と

他

人
と

の
け

じ

め
。
先
輩

や
後
輩

と

の
関
係

な
ど

。
社
会

生
活
Ｌ

の
基
本

的

態
度

を
培
わ

れ
て

き

た
と
思

い
ま

す

。
そ

れ
に
ひ

き
か
え

、
最

近
で
は

学
校
や

家
庭

と

い
う

限
ら

れ
た
生
活

領

城
内

で
は

、
ま
ず

ま
ず

の
言
助
を

で

き
て

も
、
本

叫
１１の
意

味
で

の
社
会

性

は
養

わ
れ
て

い
な

い
よ
う

に
思

わ

れ
て
な
り
ま
せ
ん
．

学
校
の
教
育
活
動
で
も
、
指
導
す

る
者
と
指
導
を
受
け
る
者
の
立
場
を
．

明
確
に
す
る
こ
と
が
、
教
育
効
果
を

大
き
く
す
る
条
件
で
あ
る
の
に
、
生

徒
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
良
い

教
師
で
あ
る
と
い
う
観
念
か
あ
る
の

か
、
近
過
ぎ
る
振
舞
い
を
続
け
、
指

導
の
成
果
を
残
せ
な
か
っ
た
例
も
増

え
て
お
り
ま
す
．

『
似
た
も
の
は
似

た
も
の
に
彫
響
を
与
え
る
こ
と
は
で

き
な

い
Ｊ

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
．
親

密
さ
と
馴
れ
あ
い
を
混
同
し
た
、
近

過
ぎ
る
状
態
を
つ
く
る
こ
と
に
は
、

問
題
を
残
す
よ
う
に
思
い
ま
す
．
ま

た
、
「
敦
え
る
荐
と
教
え
ら
れ
る
者

の
間
は
、
落
差
か
大
き
い
ほ
ど
指
導

効
果
は
大
き
い
Ｊ
の
言
葉
は
、
学
術

や
技
芸
の
耐
だ
け
で
な
く
、
徳
育
や

生
活
習
慣
に
む
通
じ
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ま
す
し
、
子
供
を
養
育
す
る

観
の
立
場
に
む
、
当
て
は
ま
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
．

以
上
の
こ
と
は
、
経
済
の
発
展
、

生
活
の
向
上
、
情
槻
化
等
々
の
進
展

し
た
、
い
わ
ゆ
る
成
熟
化
阯
会
へ
向

か
う
中
で
、
心
の
而
で
の
た
ち
遅
れ

が
っ
く
り
出
し
た
彫
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
『

子
叺
た
ち
の
幸
せ
と
、
球
や
か
な

社
会
を
築
ぐ
た
め
に
は
家
庭
・
学
校
・

吐
会
が
共
通
理
解
を
深
め
、
歩
調
を

揃
え
た
取
り
組
み
が
、
何
よ
り
も
必

要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
次
第
で
す
．

”
国
見
民
話

カ

ル

タ

づ

く

り

″

～
ふ
る
さ
と
文
化

ふ
れ
あ
い
教
室
～

十
二
月
二
十
日
、
ふ
る
さ
と
文
化

ふ
れ
あ
い
教
室
生
に
よ
る
民
話
カ
ル

タ
づ
く
り
か
。
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
全
員
に
。
民
話
カ
ル
タ
の

原
図
一
組

ず
っ
か
配
ら
れ
。
読
み
ふ

だ
を
読
み
な
か
ら
絵
ふ
だ
に
桧
の
具

や
色
エ
ン
ピ
ツ
で
、
思
い
思
い
に
色

を
染
め
ま
し
た
。

完
成
し
た
自
分
だ
け
の
カ
ル
タ
を

み
ん
な
で
見
せ
合

い
、
喜
び
合
『

て

い
ま
し
た
。

早
速
お
正
月
に
カ
ル
タ
会
を
開
き

た
い
と
、
楽
し
み
に
し
て

い
る
子
拱

も
み
ら
れ
ま
し
た
。

▲蜘むにカルタを作る教室生



乳
幼
児
学
級
が

閉
　
講

十
二
月

二
日
の

乍
習

を
も

ご

べ

昭

和
六

十
二
年
度

の
乳
幼

児
学

級
は

閉

講
と
な

り
ま
し

た

。

六
月

に
開
購
し

、

七
回
の

学
習
会

を

開
催

。
観
と
し

て
の

心
構
え

や
、

子
供
の
す

こ
や

か
な
成

長
と
豊

か
な

人
間
形
成

を
は

か
る
こ

と
を
日

的

に

学
習

を
し

て
参

り
ま
し

た

。

最

後
の
学
習

は
、

簡
叭
な

手
づ
く

り
お
や

っ
の
っ

く
り
方

に
つ

い
て
、

実
習
を

行

い
ま

し

た
。

本
年

慶
は
学
級

生

か
少
な

く
、
思

う
よ
う

な
学
習
内

容

か
で
き

な
く
申

し
訳

な
く
思

コ

、
お
り
ま
す

。

六

卜
。一
。年
度

は
、

乳
幼
児

を
も

っ

お
母

さ
ん
方
の

大
勢

の
入
講

を
お

待

ち
し
て

い
ま
す

。

最
後
に
な
り
ま
し
た
か
、
託
児
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

婦
人
学
級
で

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
開
催

卜
二

月
卜
二

日

午
後
匕

時

か
ら
公

民
館

で
、
婦

人

幸
級
生

を
対
象

と
し

て
テ

ー
ブ

ル
マ
ナ

ー
を

行

い
ま
し
た

。

洋
食

の
正
し

い
食

べ
方
を

身

に
つ

け
る
と

と
も

に
、
婦

人
学
級

生
の
観

睦
を
よ

り
深

め
る
こ

と
を
日

的
に

開

催

い
た
し

ま
し

た

。

伯
養
軒

の
協

力
で

、
参
加

腎

。。。卜

名
は
、

オ

ー
ド
ブ

ル
の
盛

り（
口
わ
せ

に
始
ま

り
、
八

楝
類

の
フ

ル
コ

ー
ス

を
、
溝

師
の
、

マ
ナ

ー
に

つ

い
て

の

詳
し

い
説
叫
を

受
け

な
か

ら
楽
し

い

ひ
と
と
き

を
過

ご
し
４
｀
し

た
。

●好坪のうちに閉講した乳幼児学級

▲ちＪつびり緊張 ゛'のテーブルマナー

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

教
室
に
参
加
し
て

光
明
寺

高

橋

幸

江

お

い
し

い
洋

食
フ

ル
コ

ー
ス
が
食

べ
ら
れ
、

マ
ナ

ー
も

勉
強
で

き
る

と

あ

ご
气

こ
れ

は

。
嗔
両
呀

と
思

い

参

加

い
た
し
ま

し
た

。

今

や
結
婚
披

露

宴
や
洋

食

パ
ー
テ

ｆ
－

、
レ
ス

ト
ラ

ン
な

ど
で
洋
食

を

い
た

だ
く
機
会

か
増

え
て

き
ま

し
た
。。。

私
し

卜
数
年

前

一
度

フ
ル
コ

ー

又

を
食

べ
た
串

か
あ

り
ま
す

か
、

寛
え

て

い
る
今

は
数

少
な
く

、
講

師
の
方

に

］
か
ら
教

え
て

い
た
だ
き
自

臨

が

っ

い
た
よ
・つ
に

思

い
ま
す

。

テ

ー

ブ
ル
マ
ナ

ー

と
は
、
他

人

に

迷
惑

を
か

け
ず

不
快
な

感
ヒ

を
り
え

な

い
よ
う

に
糾

理
を

お

い
し
く

い
た

だ
き
豪

し
め
れ

ば
良

い
と

い
う

精

神

な

の
で
す

ね
、

マ
ナ

ー
に

ば
か

り
と

ら
ｈ
れ
カ
チ
・
／
・
コ
チ

冫
に
な

り
、
せ

’。
か

で

の
お

い
し

い
料
理

が
だ

い
な

し

に
な
　

た
の

で
は

か
『

か

り
で
す

。

で

す
か

ら
あ

る
程
度

の
マ
ナ

ー
を

こ

こ
ろ
え

て

い
れ
ば
女

心
と

い
う

訳
で

す・

口

の
中
に

ば
う

ば

い
た
ま
ま

の
お

’ｙ

’
べ
り

は
噴

む
．

Ｉ
ナ
イ

フ
と

フ

‘・
－

ク

は
、
外
側

か

ら
噸

に
使
う

・

ナ
イ

フ
の

刈

は
ｆ

的

に
し
他

の
」へ

に

む
け
な

い
。

●
食
令

の

速
度
は
固

り

に
４ｎ
わ

せ
る
。

そ

の
他

た
く
さ

人
の

マ
ナ

ー
を
教

え
て

い
た
だ

き
ま

し
た

。
ま
た

こ
の

よ
う

な
企
画

が
あ

り
ま

し
た
時

は
、

だ
れ

で
も
訊

縦

に
参

加

す
れ

ば
自
信

も

つ
き
豪

し
く

お

い
し

い
洋
食

フ

隘

コ

ー
ス

が

い
た
だ
け

る

と
思

い
ま
す
。

”
十

二
月

の
学

習
か

う

▽
母
と
子
の
公
民
館
活
動

各
小
学
校
に
お
い
て
、
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
づ
く
り
と
、
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る

】ム
ー
ミ
ン
」
の
上
映
、
児
童

図
書
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

▲小坂地区での毋と子の公民館活助

▽
成
人
学
級

十
こ
月
十
四
日
「
賢

い
消
費
竚
に

な
ろ
う
」
を
学
習
テ
ー
マ
に
、
臨
島

市
の
福
鳥
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

出
向
き
研
修
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

▽
阿
津
賀
志
学
級

ｔ
二
月
‐
1
.
一
日
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
よ
り
、
火
災
の
恐
ろ
し
さ
と

そ
れ
に
対
す
る
知
識
に
つ
い
て
学
習

を
し
ま
し
た
。

▽
中
央
婦
人
学
級

十
二
月
十
七
日
定
例
議
会
の
傍
聴

を
し
ま
し
た
。

▽
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

十
二
月
卜
三
日
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
づ
く
り
と
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
を
行
い
ま
し
た
．

▽
青
年
学
級

十
二
月
１１
七

日
に

ダ
ン
ス

パ
ー
テ

ィ

ー
を
行

い
ま

し
た

。

あけましておめでとう

ございます

ことしもよろしく
おねがいいたし ます

国見町公民館長 井砂 研二
ほか 職員一同



藤
田
保
育
所
で

モ

チ

つ
き

晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
二
月
十
日
、

藤
田
保
育
所
で
、
モ
チ
つ
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
．

七
十
二
人
の
人
所
児
童
た
ち
は
、

代
わ
る
代
わ
る
千
本
杵
で
モ
チ
つ
き

を
楽
し
み
、
つ
き
あ
が
っ
た
モ
チ
は
、

早
速
．
あ
ん
こ
モ
チ
や
き
な
こ
モ
チ
、

の
り
モ
チ

に
し
て
．
全
艮
で
舌
つ
づ

み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
．

▲代 わる代わるモチをつく子供 たち

年
間
無
火
災
を
誓
い
合
う

～
町
消
防
団
で
出
初
め
式
～

町
消

防
団

の
出
初

め
式
か

、

一
月

四
日
午

後

一
時

半
か

ら
福
祉

セ

ン
タ

ー
前
で

行
わ

れ
、
団

員
の
皆

さ
ん

は

一
年
間

の
無

火
災
実

現
を

誓

い
合

い

ま
し

た
．

町
内

各
地

区
の
団

員
杓

二
い日
二
十

人
と

ポ

ン
プ

車
な

ど
十
台

か
堂

々
の

行

進
を
繰
り

広
げ

ま
し

た
．

八

鳥
助

役
か

『
今
年

も
火

の
防
人

と
し
て

頑

彊

．・

て
く

だ
さ

い
』
と
団

員
を

激
励
．

続

い
て
阿

部
恒
夫
団

．長

の
訓
示

か
あ

り

、
宍
戸

三
郎
旙

長
か

あ

い
さ

つ
を

し
ま

し

た
．

そ

の

後
、
五
分

団

ご
と
に

、
そ
れ

ぞ

れ
の
地

区
に

戻
り
．

行
進

、
礼
式

な
ど
の

”訓
練
初
め
”
を
行
い
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
火
災
の
多
い
シ
ー
ズ
ン

だ
け
に
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
真
剣
な

表
情
で
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

Ａ年聞無火災をｌ つだ消防団の出初め式

佐
膝
稚
子
さ
ん
に

優
　

良
　

賞

昭
和
六
十
二
年
度
『
家
庭
の
日
』

作
文
、
書
写
・
書
道
作
品
展
か
こ
の

ほ
ど
行
わ
れ
、
森
江
野
小
乍
校
四
年

の
佐
藤
碓
子
｛
わ
か
こ
｝
さ
ん
Ｉ
森

山
字
西
岡
見
三
四
―
か
、
作
文
の
郁

で
〔
優
良
賞
〕
に
輝
き
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
一
日
、
森
江
野
小
学

校
で
、
大
竹
英
智
校
艮
か
ら
佐
藤
碓

子
さ
ん
に
、
賞
状
か
全
校
生
徒
の
前

で
手
渡
さ
れ
、
こ
の
快
挙
を
全
校
生

徒
で
喜
び
合
い
ま
し

た
。

Ａ大竹校長から貫状を受ける佐驛稚子さん

母
子
保
健
推
進
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

十
二
月
十
八
日
。
国
見
町
母
子
保

健
推
進
員
研
修
会
が
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
加
中
は
、
保
原
保
健
所
の
酒
井

冨
芙
子
栄
養
士
を
講
師
に
迎
え
、
健

康
を
支
え
る
た
め
の
食
事
と
い
う
こ

と
で
、
調
理
実
習
（
献
立
は
、
に
ん

に
く
チ
ャ
ー
（

ン
、
チ
ー
ズ
入
り
春

巻
き
、
小
松
菜
の
煮
浸
し
、
か
ぽ
ち

ゃ
の
ミ
ル
ク
薫
の
四
品
）
と
講
義
か

行
わ
れ
ま
し
た
。

ひ
き
続
き
午
後
か
ら
は
、
保
原
保

健
所
千
葉
敏
子
保
健
婦
長
を
講
師
に
。

『
寝
た
き
り
老
人
の
介
護
』
に
つ
い

て
講
義
か
行
わ
れ
、
参
加
し
た
三
十

円
人
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
研
修
し

て
い
ま
し
た
。

ａさすがベテランの皆さん．手なれたものですね

お
詫
び
と
訂
正

先
月
杪
の
・。一
頁

『
町
幔
の
収
入
状

況
一

の
表
中
、
和
彬
引
取
税
と
ゐ
る

の
は
和
睦
引
取
税
ヽ

六
頁

「
就
学
予

定
者
の
大
枝
小
令
校
ヽ

鈴
木
か
い

」″

と
ろ
る
の
は
か
り
ふ
の

誤
り
で
す
。

お
詫

ぴ
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
、

編

集

日

記

▽
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
は
、
雪
も
降
ら
ず
、

晴
天
に
恵
ま
れ
、
お
だ
や
か
な
新
年

を
迎
え
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
・

今

年
一
年
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と

。
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

▽
と
こ
ろ
で
、
富
か
降
ら
ず
、
県
内

外
の
ス
キ
ー
場
で
は
。
曾
不
足
の
た

め
、
大
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
こ
こ
ら
で

ひ
と
雪
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。

▽
先
日
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
の
取

材
で
、
内
谷
の
山
に
行
・
て
来
ま
し

た
。
例
年
だ
と
雪
か
深
く
、
と
て
も

登
る
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
か
、
今
年

は
雪
も
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
登
る
こ

と
か
で
き
ま
し
た
‘
吹
く
風
は
と
て

も
冷
た
か
っ
た
で
す
か
、
新
鮮
な
空

気
を
十
分
に
吸
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

▽
最
後
に
な
り
ま
し
た
か
、
今
年
も

広
報
『
く
に
み
』
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　

（
佐
）

兒
叮
・
緇
集

陶
見
町
企
鹵
輿

榲
鳥
県
伊
遠
Ｉ
岡
兄
町
大
字
藤
田
字
一
ｒ

田
．
．２
の
１

等
九
穴
九
－

・．
七
　

ｅ

一
口
二
四
五
て
叭
五

―
．
．
．
匸

（
代
表
‘
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